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海上技術安全研究所が取り組む
GHG削減のビジョン

海上技術安全研究所
研究統括監 谷澤克治

第18回海上技術安全研究所講演会
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2008 2018 2023 2030 2040 2050 2060 ・・・ 2100

IMO GHG削減戦略※1

GHG削減船舶・運航

●LNG利用

●バイオ燃料や水素の混焼

●自然エネルギー有効利用

★海運全体の燃費効率※2を70％改善（2008年比）

★海運全体のGHG排出量※3を50％削減（2008年比）

★GHG排出量ゼロ
★短期対策
船舶設計の改善
運航オペレーションの効率化
排熱回収・・・

★中期対策
低炭素代替燃料の導入・・・

★長期対策
ゼロ炭素代替燃料の導入・・・

減速航行等により，2008年比で燃
費効率※2を20%減（済み？）

★海運全体の燃費効率※2を40％改善（2008年比）

★EEDI規制により，2008年比
で燃費効率を20%減

★設計改善（EEDI新造船）により，燃費効率を30%減

●水素燃料

●アンモニア燃料

★代替燃料の一部利用により燃費効率を40%減

★代替燃料の本格導入

●燃料電池船

●オール電化船

●ゼロ炭素燃料焚き船

●自然エネルギー推進船

★技術革新
・エネルギー生産
・蓄電技術
・ゼロ炭素燃料エンジン

★北極海航路実用化（GHG総量規制対応）

★現状
IMO第4回GHG調査
（2018-2020）
燃料消費量報告制度
（2019-2021）

★外部環境
●マイルストーン
■長期ビジョン・コア技術（NMRI）

※1 IMO第72回海洋環境保護委員会（2018/4）において，国際海運の温室効果ガス（GHG）削減目標やその実現のための対策等を包括的に定める「GHG削減戦略」が採択された。
※2 EEDI（トンマイルあたりのCO2排出量）と想定される（未定義，議論中）。
※3 減速航行および物流量増加により隻数が増えることが想定される。燃費効率70%削減と同等程度か？
※4 水中騒音を規制化する動きがある。
※5 水素・燃料電池戦略ロードマップ：平成26 年策定，平成28 年改訂，水素・燃料電池戦略協議会

陸上関連技術 ★再⽣可能エネルギー由来の水素ステーション（小規模を100箇所）※5

★発電事業⽣水素発電の本格導⽣※5

★海外からの未利用エネルギー由来の水素の製造，輸送・貯蔵を伴う
水素供給のサプライチェーンの本格導入※5 （＝水素運搬船）

★トータルでCO2 フリーな水素供給システムを確立
※5

国際海運からのＧＨＧ削減の動き
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2030年の長期目標
■多種燃料対応技術の構築

■次世代推進システム開発の実証

■脱内燃機関・オール電化推進システムの提案

■アンモニア燃焼技術の研究拠点

■計測・分析技術による環境規制策定

一部の船舶にゼロ炭素燃料を利用 すべての船舶にゼロ炭素
燃料を利用

将来コア技術
■システム制御技術

■シミュレーション技術

■環境計測技術

■GHG排出量ゼロを目指した技術革新の先行研究
■石油燃料からゼロ炭素燃料の燃焼技術研究へシフト
■ディーゼル排ガスの計測・分析からGHG物質の計測・分析へシフト
■合理的なGHG削減戦略規制の提案

◎海技研が貢献する課題
○海技研が関わる課題

◯水素燃料利用の安全基準（液体水素燃料を含む）

◎実効性のある省ネネ技術
（機関技術）の推進

◎水素燃料，アンモニア燃料
のエンジン燃焼技術の確立

○蓄電技術の確立
（小型化・大容量化）

◯低炭素・ゼロ炭素燃料
の製造時のGHG排出量低
減調査

◯GHG削減に関する経済評価手法

◯荷役時・バンカリング時を含め
たGHG排出低減技術

◯低炭素燃料，ゼロ炭素燃料のインフ
ラ整備調査

◎次世代船舶の
建造時のGHG排
出を含めたLCA技
術

◎海運システム
LCA最適化技術

◯新燃料舶用インフラ技術開発（ト
ータルでCO2 フリー）
◯洋上発電の船舶推進利用技術

◯GHG調査

●LNG利用

●バイオ燃料や水素の混焼

●自然エネルギー有効利用

●水素燃料

●アンモニア燃料

GHG削減船舶・運航 ●燃料電池船

●オール電化船

●ゼロ炭素燃料焚き船

●自然エネルギー推進船

●GHG排出量を最
小化する海運システ
ムの実現

●GHG排出量ゼロ
を目指した海運シス
テムの提案

①環境・動力分野の将来ビジョン
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海技研の長期ビジョン

●施設高機能化：ス
ーパー400m水槽

●海上水槽

2030年の長期目標

■実海域性能の水槽技術・計算

技術による推定

■水槽試験技術の世界一の拠点

氷海水槽

キャビタン

将来コア技術

■高精度な実海域実船性能計測・解析評価技術

■計測データによる運航診断・設計への応用技術

■水槽実験による実海域性能推定技術

●ESD組合せ技術

■実海域性能の最適化技術（実船流場計測・評
価技術）
■GHG削減船の設計・運航技術（運航診断技術
）
■次世代水槽実験（CFD/流場計測のハイブリッ
ド評価技術，流場設計法）

◎新燃料や電池導入による船型変化
に対応する船舶設計技術

◎次世代風力エネルギ
ー推進船の検討

◎自律運航船の実用技術による運
航効率化

◯次世代自律船の設計技術

◯高実海域性能船舶の開発

◎高度ウェザールーティング

◯北極海航路（NSR） 支援

◯没水船開発

◎乱流摩擦抵抗低減

◯ドローン母船開発に
よる物流効率化

◯新型推進装置※4

◎船体軽量化による効率向上（異種材料
結合技術，AI等の活用による部材形状見
直し）

◎低速運航によるGHG削減を可能とする技術（
実海域性能）

●GHG削減船舶の最
適設計・運航技術

②流体分野・構造分野・共通基盤分野の将来ビジョン


